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８月は、販売量・仕入量については、流通部門・製造部門とも減少した。販

売価格、仕入価格については、流通部門・製造部門とも変わらなかった。 

９月は、販売量・仕入量については、流通部門・製造部門とも増加の見通し、

また、販売価格・仕入価格については、流通部門・製造部門とも保ち合いの見

通しである。 

３ヵ月後の相場予想は、米材・南洋材・北洋材（欧州材を含む）・国産材とも、

流通部門・製造部門とも保ち合いの見通しである。また、建材は強含み予想で

ある。 

 ７月の新設住宅着工戸数は、６月と比べると改善したが、前年同月比では４

か月連続でマイナスと厳しい状況が続いている。こうした中で、８月は、長期

休暇、猛暑の影響といった悪材料が重なり、今期で最も厳しい状況となった。

９月は、受注量自体は増加しており、各プレカット工場も多くの図面を抱えて

いるため１０月以降は忙しくなる見込みである。 

価格面では依然として厳しい環境が続いており、稼働率の低下によってプレ

カット工場の採算は非常に悪化している。さらに、１０月以降に稼働率が回復

したとしても、現状の価格水準に加えて資材の値上がりが予想されるため、厳

しさは続く見通し。一方、各社とも木造の非住宅建築案件への注力を強めてお

り、引き合いは増加傾向にある。 



景況調査 

令和７年８月分集計表    （    ）内は実数                  

〔流通部門〕            モニター数１５７ 回答９９ 回収率６３％ 
当月の状況                           

販 売 量 増加 ７％（ ７） 変わらず５０％（４８）  減少４３％（４１） 
仕 入 量 増加 ９％（ ９） 変わらず４８％（４６）  減少４３％（４１） 
販売価格 上昇 ５％（ ５） 変わらず９２％（８８）  下降 ３％（ ３） 
仕入価格 上昇 ９％（ ９） 変わらず８６％（８３）  下降 ４％（ ４） 

来月の見通し 
販 売 量 増加３８％（３６） 変わらず５１％（４９）  減少１１％（１１） 
仕 入 量 増加２９％（２８） 変わらず５８％（５６）  減少１３％（１２） 
販売価格 強含み ８％（ ８） 保ち合い９０％（８６） 弱含み ２％（ ２） 
仕入価格 強含み１３％（１２） 保ち合い８５％（８２） 弱含み ２％（ ２） 

 
３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み 

米  材 ２３％（１４） ７１％（４４） ６％（ ４） 
南 洋 材 １７％（ ８） ８１％（３８） ２％（ １） 

北洋材（欧州材を含む） ２２％（１３） ７１％（４２） ７％（ ４） 
国 産 材 ２０％（１７） ７２％（６１） ８％（ ７） 
建  材 ２７％（１６） ６７％（４０） ７％（ ４） 

プレカットの動向 
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

４０％（２５） ５２％（３２） ８％（ ５） 
〔製造部門〕            モニター数１３３ 回答数８５ 回収率６４％ 
当月の状況 

販 売 量 増加１０％（ ８） 変わらず６５％（５４）  減少２５％（２１） 
仕 入 量 増加１１％（ ９） 変わらず６１％（５１）  減少２８％（２３） 
販売価格 上昇 ７％（ ６） 変わらず９２％（７６）  下降 １％（ １） 
仕入価格 上昇 ７％（ ６） 変わらず８９％（７４）  下降 ４％（ ３） 

来月の見通し 
販 売 量 増加３４％（２８） 変わらず５９％（４９）  減少 ７％（ ６） 
仕 入 量 増加２７％（２２） 変わらず６４％（５３）  減少１０％（ ８） 
販売価格 強含み１２％（１０） 保ち合い８６％（７１） 弱含み ２％（ ２） 
仕入価格 強含み ７％（ ６） 保ち合い８７％（７２） 弱含み ６％（ ５） 

 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米  材 １３％（ ４） ７０％（２１） １７％（ ５） 
南 洋 材 １６％（ ３） ６８％（１３） １６％（ ３） 

北洋材（欧州材を含む） ２６％（ ６） ５７％（１３） １７％（ ４） 
国 産 材 １０％（ ８） ７３％（５８） １８％（１４） 

プレカットの動向   
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

４５％（１７） ３９％（１５）  １６％（ ６） 


